
人

民

叉

E沼
~:::Fニ

の

原

1
i
l
毛
深
東
門

mJ止川

の
年
代
史
的
研
究

l
i

こ
こ
般
日
年
小
側
、
い
な
ん
に
位
界
を
街
路
の
渦
に
ま
き
こ
ん
だ
中
閣
の
「
文
化

大
革
命
い
は
、
一
九
六
九
年
間
月
、
中
関
共
淀
熊
第
九
間
交
関
代
表
大
禽
(
以

下
、
九
八
ふ
大
合
と
時
絹
)
の
開
催
に
よ
っ
て
一
定
の
段
階
を
議
し
た
。
そ
れ
は

1
uへ
化
大
革
命
」
と
い
う
名
の
示
す
よ
う
に
蛍
初
、
も
つ
ば
ら
文
化
耐
で
の
様

々
な
論
争
と
し
て
現
出
し
た
。
広
劇
の
現
代
化
(
六
四
年
〉
、
析
門
事
界
で
の
楊

献
珍
批
判
〈
六
四
年
)
、
怪
史
州
中
川
介
で
の
周
存
域
一
批
判
(
六
四
年
〉
、
文
一
事
界
に

お
け
る
部
大
し
麟
批
判
ハ
六
間
年
)
手
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
六
五
年
十

一
月
に
挑
交
止
の
山
一
円
一
耕
一
向
史
劇
「
海
端
能
官

K
が
上
海
の
刊
す
八
一
践
報
同
に
、

次
い
で
門
人
民
日
謙
一
に
渡
表
さ
れ
て
以
後
、
そ
の
名
稀
が
「
紋
食
主
義
文
化

大
革
命
」
(
六
六
年
同
月
十
八
日
吋
鮮
政
軍
部
n

中
よ
り
)
か
ら
、
さ
ら
に
「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
~
(
六
六
年
六
月
六
日
町
人
民
日
報
b

よ
り
)
へ
と
改

め
ら
れ
る
と
共
に
、
内
海
も
能
力
抗
争
的
色
彩
を
淡
く
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て

現
在
で
は
九
八
ト
一
大
合
に
お
け
る
林
彪
の
政
治
報
告
に
よ
っ
て
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
化
大
革
命
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
溺
裁
の
篠
件
の
も
と
で
、
わ
れ
わ
れ
の

目立

手日

日否
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体
大
な
指
導
者
宅
主
席
が
み
ず
か
ら
お
こ
し
指
導
し
て
い
る
政
治
大
革
命
で
あ

り
、
上
部
構
造
の
大
革
命
で
あ
る
己
波
1

(

(

傍
燃
は
筆
者
)
と
規
定
さ
れ
る

に
去
っ
た
。
こ
の
大
禽
で
は
ま
た
「
毛
揮
東
思
想
は
、
一
帝
問
主
義
が
金
一
則
的
崩

壊
に
む
か
い
、
社
命
同
主
義
が
全
極
的
勝
利
に
む
か
う
時
代
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー

ニ
ン
主
義
で
あ
る
ご
き
〆

ω

と
業
規
約
を
根
本
的
に
議
き
換
え
毛
揮
東
の
倒
人

的
構
成
を
総
説
的
な
も
の
と
し
、
宅
、
揮
東
・
林
彪
髄
制
に
批
判
的
、
懐
疑
的
な

察
幹
部
を
大
量
に
放
逐
す
る
謡
史
上
最
大
規
模
の
燕
禁
運
動
と
な
っ
た
の
で
あ

る。「
文
化
大
革
命
」
を
い
か
に
許
領
す
る
か
は
別
と
し
て
も
従
来
中
関
革
命
の
理

論
的
主
枝
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
「
毛
津
東
思
想
」
を
客
観
的
・
科
率

的
に
解
明
す
べ
き
時
期
に
来
た
。
こ
れ
ま
で
日
本
に
お
け
る
「
毛
浮
東
思
想
」

の
受
容
は
全
磁
的
な
肯
定
か
否
定
か
と
い
う
こ
者
探
一
的
な
傾
向
が
強
か
っ
た

こ
う
し
た
領
内
へ
の
反
省
か
ら
最
近
に
な
っ
て
そ
の
基
礎
的
、
理
論
的
解
明
を

志
向
し
た
数
篇
の
論
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
堀
誠
二
氏
の
三
芦
持
東
研

究
序
説
』
注
3
中
部
功
氏
の
内
中
関
革
命
と
毛
調
停
東
思
想
』
誌
4
が
そ
の
代
表
的

な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
大
原
信
一
氏
は
『
毛
淳
東
選
集
の
文
字
上
的
一
修
正
に
つ
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い
て
匂
波
5
で
一
一
一
刊
誌
原
的
税
角
か
ら
の
修
正
に
照
明
を
あ
て
た
。

各
々
の
一
概
烈
・
方
法
は
炉
、
な
る
が
、
こ
う
し
た
作
業
は
先
続
的
意
義
を
持
つ
と

い
え
よ
う
。
と
三
ろ
で
前
川
の
論
文
の
み
な
ら
ず
、
従
来
の
弔
揮
東
研
究
に
お

い
て
は
政
治
的
、
思
惣
的
側
凶
が
童
文
務
阪
で
の
検
討
は
充
分
に
は

行
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で

よ
う
と
む
う
。

女

什

は

で

あ

る

ハ

以

下

町

文

畿

講

話

b

と
略

的
併
す
る
)
に
焦
引
を
し
ぼ
っ
て
論
じ
て
み
た
い
。
も
ち
ろ
ん
彼
が
文
惑
に
言
及

し
た
の
は
ヱ

γ

ヘ
議
議
一
小
川
町
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
吋
新
民
宝
主

義
論
い
、
円
改
治
枝
問
的
感
剤
丘
、
訂
以
釘
黛
八
股
h

の
よ
う
な
仰
倒
立
し
た
論
文
や
、

後
に
コ

J
J

ぃ
将
来
論
文
阜
和
務
似
仙
一
…
注
6

に
牧
机
附
さ
れ
た
よ
う
な
断
片
的
に
文
邸
時

に
倒
れ
た
も
の
も
あ
る
。
だ
が
一
一
郎
一
裂
な
品
開
れ
は
宗
人
議
講
話
叩
に
相
常
m
何
度
接

関
さ
れ
て
い
る
よ
と
と
紙
出
の
間
関
係
か
ら
こ
こ
で
は
号
入
務
講
話
い
の
み
扱
い
う

こ
と
と
す
る
。
…

υ
心
V

〈
泌
円
前
一
品
川
い
は
河
知
の
よ
う
に
一
九
凶
二
年
延
安
を
中
心
に

肢
附
さ
れ
た
絵
風
波
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
一
ω

こ
の
整
風
運
動
は
…
九
三
七
年

に
は
五
山
に
尚
た
な
い
指
弘
放
で
あ
っ
た
中
間
共
点
川
県
が
一
九
間
十
年
に
は
八

十
両
へ
と
な
激
に
増
加
し
注
7
、
ソ
て
の
階
級
椛
成
の
Mm倒
的
部
分
が
小
賀
政
階

級
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
汗
に
が
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
手
入
額
講
話
h

の
服
史
的
汗
討
に
つ
い
て
詳
述
は
せ
ず
、
人
/
財
誠
二
氏
一
か
提
起
し
た
「
年
代
史

的
川
問
先
ん
な
/
げ
な
う
こ
と
と
す
る
υ

一
九
凶
二
年
バ
パ
託
公
で
三
一
同
に
わ
た
っ
て
閃
か
れ
た
す
一
議
出
談
詩
に
お
い

と
rじ
Vン

ιーに
み
れ
い
し

f
j

二
i
二

寸

川

パ
1
1
u
t
M
、
げ
占
ケ
.
jゴ
j1岳

2

ト}にゆ舟二川
j
J
F二
伊
土
刀
ワ
、

4d幻

f
デご

1
h戸f
q
L

}
j
J
v
N汁以JJいよ
ι'ト

ノ
/
し
、
湾

J
/
1
/
/
ι

、

{illι

旨

j

j

令

J
/今

ぐ

コ

i
:
j
一…ご
}

W

一t十I29/iti望，幸V下
rι小今守4Jぺ一~一ωωJ〆守ど苫
J
J
'
}
y勺て、ノペ!を
j22付

上存庁FJ誌4
J
ニむ
y弁〔fケ
r~，一〉)句
j1
ゴ14、

叶?ぺ
ω川v川
μい

J

j

争/ぺ、バぴ
ν

一

υげYi
t
?字
s:fト~、ノ
j
h
，内

μ
f
ゥ
ペ
ザ
ノ
i

ノ
4

d

ん九

i

v

J

ノ
u
b
M
Y
/
J
'
j
/

1

1
作
皮

H
W似

3

訳

ト

い

こ

、

こ

E

一

44ι

，J
J
f
j

ノ
、
ご
!
、

J
J
L
H吋

h
p
L司

ー
し
ト
i
h

J
A
l
u
 

と
略
綿
一
す
る
)
注
8

に
牧
め
ら
れ
、
そ
の
後
瀦
立
し
た
小
清
子
と
し

て
何
度
か
出
版
さ
れ
た
。
葉
東
新
翠
掛
一
一
日
高
か
ら
一
九
四
九
年
四
月
，
夜
行
さ
れ
た

再
坂
本
設
9

も
そ
の
一
種
で
あ
る
が
、
内
容
は
菅
察
翼
肢
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。

一
九
五
一
年
に
入
る
と
吋
毛
律
案
選
集
』
の
大
巾
!
な
改
訂
が
一
行
な
わ
れ
た
c

こ

れ
に
つ
い
て
中
関
共
産
禁
中
央
委
員
曾
毛
淳
東
議
集
出
版
委
員
舎
は
「
数
年
前
、

各
地
方
で
は
い
く
つ
か
の
ち
が
っ
た
版
の
判
官
七
淳
東
選
集
』
を
そ
れ
ぞ
れ
出
版

し
た
が
、
い
ず
れ
も
著
者
の
検
問
を
う
け
て
い
ず
櫨
裁
も
か
な
り
飽
雑
一
で
」

狭
間
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
こ
の
議
集
に
お
さ
め
た
著
作
は
、
す
べ
て
著
者
の
校

関
を
経
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
誌
の
と
こ
ろ
に
は
著
者
が
文
字
の
う
え
で
多
少

の
修
正
を
く
わ
え
、
ま
た
い
く
つ
か
の
文
章
に
つ
い
て
は
吋
内
一
容
上
多
少
の
補
足

と
改
訂
を
く
わ
え
て
い
る
己
注
扮
と
述
べ
て
い
る
。
『
文
護
講
話
』
は
こ
の

ハ
以
下
町
新
版
-
一
…
と
略
拐
す
る
〉
設
nu
に
牧
録
さ
れ
、

さ
れ
た
。
以
下
に
口
鶴
版
』
と
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コ
ぷ
」
を

{
1

和
い
に
討
さ
換
え
た
一
一
一
例
が
あ
る
。

ω延
安
及
各
例
抗
日
制
捺
地
(
九
六
・
一
ハ
V

二〉

!γ

延
安
和
各
例
抗
日
摂
擬
地

(八五
0
・
八
沢
一
与
し
⑨
法
似
以
存
獄
後
的
存
抗
日
収
接
地
ハ
一
一
一
一
3
1
y
議
院
和

ts
丸
山
山
レ
史
ハ
ソ
キ
ι
h
H
W
i
l
l
¥
心
k

h

β

?

¥

二
7
-
J

ノ
i

…Jum土
v
i
h
H
H
4
1
ふ土
1
i
H削
v
h
v
州
刈

f

ノ

4
h
h
L

池一一一川「川川…

JV
「
和
い
に
し
た
…
例
、
工
作
お
同
自
己
(
九
九
〉
1
1
v

工
作
者
利

引
己
ハ
八
五

J

じ
な
ど
が
λ
ら
れ
る

Q

以
上
の
例
は
、
高
阪
の
連
対
・
介
討
に

お
け
る
文
説
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
L
Y
泣
滅
的
に
川
崎
け
た
も
の
で
あ
る
。

叫
日
吋

H
I
A
-
L
1
1
k
J
A

一九1
汀
J

F

一
久
〉
L

}

J

7

4

〉
J

川川口、，、

nH3'」
弐
子
見
、
。

什
け
「
月
一
r
H
T
ヌ
l
t
f
H
イ
ト

λ
-
h
j
y
f
J
d
j
u
f
ι
.
?に
H
H
2
1
ι
U

ω
削
除
・
補
足
で
段
も
多
い
の
は
山
討
「
的
・
地
・
得
」
の
例
一
で
あ
る
。

〈
例
除
例
い

ω、
我
山
(
的
〉
民
扶
政
人
ハ
九
五
〉
密
入
門
f

…
大
関
ハ
的
)
合
ハ
九
六
〉

ゆ
宥
カ
ハ
的
〉
式
出
〈
九
六
〉
品
川
以
山
川
〈
的
〉
解
決
ハ
一

O
山
ハ
〉
骨
他
的
ハ
的
〉
治
切

切
ボ
〈
二
一
〉
・
:
山
一
二
例
船
六
時
ハ
地
〉
前
進
〈
九
八
)
一
切
な
認
識
(
得
)
不

正
椛
ハ
九
六
〉

守
的
比
例
)
ゆ
右
方
的
式
出
(
八
十
凡
ひ
〉
②
大
批
的
文
化
人
(
八
八
六
)
命

我
山
的
知
誠
分
子
ハ
八
七
・
一
)
中
心
得
的
同
忘
ハ
八
七
七
)
:
・
地
問
例
ゆ
漁
民
地

解
決
ハ
八
五
九
〉
一
⑨
相
反
地
(
八
七
一
一
一
〉

こ
れ
ら
は
交
の
訓
子
守
整
え
る
市
仰
の
改
訂
で
ざ
し
て
重
姿
な
窓
味
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

伸
次
に
多
い
削
除
例
は
間
討
「
就
」
の
一
…
一
例
で
あ
る

Q

∞
問
題
〈
就
)
ハ
心
中
古
〈
一
O
J
)
~£
問
題
上
也
(
就
)
何
時
三
一
八
)

③
(
就
)
比
一
平
交
抗
日
批
評
〈
…
…
八
)

他
に
法
一
純
一
!
部
二

i

和
て
で
ひ
二
例

小

w
h
(
而
)
恒
行
〈
一
一
八
〉
品
(
…
間
)
又
愈
内
山
梨
術
性
(
一
一
己
)

法

的

斯

主

義

(

和

)

中

川

削

(

ゴ

(

一

一

ま
た
、
⑧
料
(
於
)
(
九

γ

一日一)

(
九
七
)

〈
十
化
〉
新
一
mm寧
〈
九
九
〉
の
よ
う
な
剣
除
例
一
も
み
ら
れ
る
。

い
で
多
い
補
足
例
は
介
問
問
「
在
」
で
五
例
み
ら
れ
る
。

一
延
安
〈
八
五
二
〉
③
在
日
鎖
上
〈
八
五
七
)
④
在
、

万
民
ハ
八
六
九
一
γ

川
内
三
和
」
の
間
例
。

〈
八
五
問
〉
⑦
掛
立
和
不
問
結
〈
入
五
九
)
⑧
艇
現

ハ
〈
八
七
O
V

(八七一

3

0
議
衆
商
務
的
〈
八
七
人
〉

(
八
五
十
?
八
五
六
〉
⑬
有
鴻
大
衆
一
(
八

ハ
八
六
三
〉

つ
加
い
の
二
例
。

勤
前
「
有
一
い
の
一
一
一
例
。

七一
O〉

人
パ
詞
「
於
」
の
三
例
。
ハ
八
七
二
⑮
鼠
於
一
波
務
時
期
〈
八
七
二

等
が
あ
り
、
一
一
例
の
み
見
ら
れ
る
も
の
に
、
品
川
是
傑
儀
有
〈
八
四
九
〉
⑮
我
的

ハ
八
五
一
〉
品
上
海
(
入
況
一
〉
⑮
路
盤
従
窓
際
出
稜
(
八
五
回
)

(
入
手
七
)
(
八
六
一
二
)
@
指
導
之
下
的
〈
入
ざ
る
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議j

等
、
が
あ
る
む

∞
饗
如
(
九
七
・

7

九
八
，
二
人
V
!
γ
比

如
(
八
五
0
・
八
六
一
〉
(
八
六
九
一
〉
り
一
一
一
例
。
⑨
紛
岐
(
一
〈
〉
中
ハ
・
一

O
七
〉
↓
分
岐

(
八
五
九
〉
の
二
例
。
そ
の
龍
は
各
一
一
例
で
、
文
詩
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
避
け
よ
う

と
す
る
一
玄
関
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
③
ん
yd
輿
ハ
一

O?と
1
v
寄
予
〈
八
五
人
〉

(
一
二
一

)35v
選
有
(
八
七
二
)
⑤
必
需
!γ

〈一一一一一
)
i
y
必
須
(
八
七
一
一
)

(一一一…一一〉
1
y

悶
以
(
入
さ
一
)
争
脚
色
合
二
四
〉
!
v
角
色
〈
八
七
問
)

(
一
一
一
人
)
ャ
時
代
〈
八
七
七
)
等
、
が
あ
る
。

閥
単
語
文
は
勾
に
み
ら
れ
る
こ
字
以
上
の
部
除
・
議
定
。

州
削
除
の
場
合
は
大
部
分
が
冗
設
な
表
現
や
字
句
を
さ
け
た
も
の
で
あ
る
。

工
作
会

O
三〉

(イ)(c) 



(
州
議
起
来
、
〉
(
一
一
間
)
③
議
衆
的
政
治
(
同
一
一
一
同
〉
(
二
七
〉
岳
ハ
所

謂
〉
人
性
論
三
一
二
〉
争
(
一
二
種
〉
態
度
〈
二
一
三
)
⑥
亡
禁
亡
閣
〈
亡

如
)
的
危
険
ハ
一
一
一
七
)
伶
無
産
階
級
(
及
其
)
先
鋒
縁
台
二
七
)
争
一
般

革
命
工
作
ハ
中
間
正
般
)
的
制
係
(
九
五
〉
(
慌
一
戸
偏
愛
知
識
分
子
)
偏
4
7
一
小
資

涼
階
級
ハ
…

0

5

品
只
危
ハ
自
己
以
及
幾
倒
問
問
友
或
〉
少
数
人
所
偏
愛
(
一

一
五
)

仲
間
午
に
文
浮
上
の
問
題
で
は
な
く
文
惑
問
題
に
関
わ
る
州
削
除
例
。
と
は
い

九
こ
れ
も
基
本
的
に
は
的
の
場
合
に
準
ず
る
。

①
民
間
般
市
ハ
民
間
訟

4

一
戸
川
)
等
ハ
…

0

5

②
一
切
(
加
工
形
態
的
)
文
思
…

d

寝
術
ハ
一
心
九
・
一

O
九
〉
⑨
一
一
切

('H
然
形
態
的
〉
文
皐
務
術
(
一

O
九
・
一

O
九〉

一
他
浪
人
ハ
加
工
過
料
一
郎
)
創
作
治
制
収
ハ
一
…

C
)

⑤
超
階
級
〈
起
議
)
的
護
衛

ハ
二
六
〉
⑥
ハ
抽
象
的
)
人
性
ハ
一
一
二
)

川

w
補
比
例
は
大
部
分
間
川
町
な
表
現
を
詳
細
に
あ
る
い
は
明
確
に
し
た
も
の

で
あ
る
。

ω一
川
側
関
象
ハ
八
五
0
・
八
況
…
)
⑧
u
k
J
h一
的
判
象
交
流
一
一
)
③
普
及

U1m

(
八
六
問
〉
一
句
対
処
主
治
的
文
純
一
ハ
八
五
七
〉
⑤
工
俊
民
ハ
議
案
(
八
五
八
〉
に
五
例

ハ
八
五
九
・
八
六
一
〉
⑥
小
計
政
問
級
知
識
分
子
ハ
八
五
八
〉
〈
八
五
九
〉
に
間
例
〈
八
六

二
に
二
例
⑦
小
穴
法
階
級
知
議
分
子
ハ
八
五
八
〉
⑧
問
題
的
事
技
ハ
八
六
二

人
情
浅
附
的
流
血
闘
争
〈
八
六
一
一
一
〉
制
向
的
和
脱
税
釘
(
八
六
七
・
八
六
八
)
⑬
別
的

児
前
一
叫
的
出
分
(
八
六
七
〉
骨
主
必
佳
作
品
ハ
八
七
O
)

M
L
J

で
あ
る
心
そ
の
山

ι十
例
近
く
同
級
の
も
の
が
み
ら
れ
る
が
省
略
す
る
心

付

mm
に
文
草
上
で
は
な
く
交
換
問
泌
心
掛
わ
る
補
足
例
。

∞
文
腕
午
棋
術
開
料
的
蹴
似
ハ
八
六
一
一
〉
②
一
文
樫
和
銭
術
的
原
始
材
料
ハ
八
六
二
〉

⑨
文
郎
γ

創
浩
和
蔀
術
批
一
説
的
五
法
〈
八
七
二

的

w
m川
川
・
勾
の
古
換
は
多
積
多
段
で
八
十
例
以
上
合
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω
簡
略
な
表
現
を
明
確
な
表
現
に
す
る
例
。

①
刻
製
〈
九
六
・
九
六
・
二
六
〉
↓
免
劇
載
街
ハ
人
五
0
・
八
五
O
'
八
六
七
十
)
@

秘
ハ
九
六
〉
↓
掛
町
口
一
戦
制

(
5
1
0〉
@
拘
鞍
酔
結
〈
一
一
九
・
一
一
九
〉
↓
刻
町

泌
総
(
A

八
六
九
・
入
七
O
V

③
抗
戦
開
剣
士
一
九
・
ご
ろ

!
i
y

関
結
抗
日
(
入

七
C
・
八
七
O
〉
金
工
動
兵
一

2
0
0
v
に
三
例
ハ
一

G
閉
)
!
γ

工
人
農
民
(
八
五
一
一
一
〉

に
三
例
〈
八
五
七
)
密
工
農
兵
士

O
六
・
二
入
〉
i
y
勢
動
人
民
一
(
八
五
八
・
八
六
九
〉

争
工
農
兵
士

O
O
V
↓
辺
川
劃
肉
料
刻
剰
刺
ポ
(
入
五
一
一
一
〉
⑧
刻
以
到
底
刑
制

〈一

O
O〉
↓
資
窓
階
彰
利
州
問
配
関
税
剣
一
誠
剣
引
一
ハ
八
五
一
一
一
)
@
断
列
主
義
ハ
一

0

0
)
に
五
例
(
一

O
二
に
こ
例
!
v削
除
一
刻
間
列
到
す
主
義
ハ
一
八
五
一
一
一
〉
に
五
例
(
八
五
回
)

に
こ
倒
母
島
、
列
主
義
〈
一
一

O
六〉〈一

O
七
〉
に
問
倒
(
一
一
一
一
き
に
八
例
i
v
お
克
忠

主
義
(
八
五
六
)
〈
八
六
O
〉
に
間
例
一
〈
八
七
五
〉
に
入
例
一
⑮
中
関
打
了
五
年
的
一
抗
日

戦
争
ハ
一

O
一

一

〉

尚

一

戦

争

ハ

八

五

玄

〉

窃

謡

此

一

一

東

部

一

三

O
九

〉

命

内

容

者

害

的

吋

郡

山

術

…

日

開

会

一

一

ovi 
M
W
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②
人
民
所
迅
速
接
受
的

〈芝)
在
大!
後i
方iい
( ろ

さ角

例



〈一

03d
〉
l
v
布
川
m
M
八
前
統
治
阪
(
八
万
一
二
二
例
〈
八
一
九
二
・
八
五
五
〉
ゆ
一
~
侵
略
品

奴
説
文
化
〈
九
六
〉
↓
侵
略
的
目
俳
文
化
ハ
八
開
九
〉
⑨
日
本
法
間
期
(
九
七
〉
j
y
日

中
小
骨
凶
い
い
し
技
ハ
八
円
九
O
〉
⑤
一
辺
叫
倣
以
内
川
文
化
、
収
球
交
惑
〈
…

0
内

γ
↓
一
逗
叫
故

山
叫
ん
父
掛
川
〈
八
万
七
〉
一
制
中
市
民
肱
〈
九
五
V
J
中
関
人
氏
(
八
円
九
〉

FfJ
非
保
持

地
ど
‘
記
〉

1
v
凶
川
内
貨
統
治
地
(
八
七
い
し
〉
⑤
一
忠
利
ル
戦
争
(
二
七
〉
1
v
思
恕
門
争

(
八
六
八
〉
一
ゆ

wm術
牧
宇
〈
…
一
七
〉
↓
持
術
内
争
〈
八
六
八
〉
持
政
治
戦
争
ハ
二

七〉

-
Y
政
治
門
争
ハ
八
六
八
〉
ゆ
布
産
階
絞
政
治
家
三
一
七
)
i
+

腐
朽
了
的
資
産

附
級
政
治
家
(
八
六
八
〉
崎
一
M
m
H
ハ
ル
印
刷
小
久
(
法
有
〉
一
時
是
自
己
ハ
九
七
〉

i

三日間

企
統
一
戦
線
小
的
同
問
者
…
朝
日
K
J什
己
人
〈
八
K
O
)

崎
一
刻
於
朋
友
〈
刑
判
於
)

存
組
不
同
的
同
出
弘
行
ハ
九
七
〉
1
v
判
於
統
一
戦
線
中
各
績
不
問
的
問
印
刷
者
(
八
五

二
倒
的
於
州
文
ハ
一
一
一
一
ユ
〉

1
y
判
於
河
川
川
指
ハ
八
五
二

吋
文
呉
川
一
む
こ
刑
制
わ
る
H
い

1

突
列
。

。
:
A
1
1
h
i
J〉

:
1
j
i

巾
状
的
文
化
軍
隊
ハ
九
七
〉
↓
革
命
文
梨
工
作
一
(
八
五
O
〉
密
謀
本
和
現
成
品

(
…

0
九〉
1
y
過
去
的
交
感
作
品
〈
八
六
二
)
③
文
事
謀
術
加
工
製
造
出
来
的
東
四

2
0九〉
i
L丸
山
中
必
一
一
術
原
料
創
造
出
来
約
束
凶
(
八
六
一
己
管
作
家
的
加
工
〈
一

一
三
〉
↓
作
家
的
創
涜
性
的
坊
勤
(
八
六
沢
〉
④
交
感
興
前
加
工
成
矯
概
念
形
態

上
的
文
川
市
抗
日
制
作
品

(
4
0九
〉
↓
文
平
諮
術
原
料
創
創
作
u
肌
(
八
六
二
)
⑤
針

於
資
産
問
般
的
文
山
川
r
諮
術
ハ
一
一
一
O
)
1
9
l
v

針
於
池
公
時
代
的
文
印
刷
γ

謀
術
〈
八
七
一
)

⑦
部
詫
間
絞
況
質
主
義
(
二
八
)
i
v
枇
合
主
義
的
現
質
主
義
(
八
六
八
)

め
で
無
淀
階
級
現
在
主
義
〈
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
リ
ア
リ
ズ
ム
)
を
枇
禽
主
義
的

現
宜
主
義
(
批
合
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
)
に
市
引
換
え
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
だ

ろ
う
。
と
は
い
え
モ
洋
京
は
こ
の
詐
換
に
重
要
な
一
意
味
を
輿
え
て
は
い
な
い
。

と
い
う
の
は
こ
の
例
は
企
文
中
た
だ
一
度
用
い
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

文
眠
か
ら
λ
て
も
問
中
に
リ
ア
リ
ズ
ム
の
形
式
に
鰯
れ
た
の
み
で
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
全
く
述
べ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

17lj 
。付

ωか
ら
締
ま
で

L、
守、

〈
九
人
〉

j
一

:

3

5

2

二制
v
f

カ
j
f
!
ム
ヲ
殺
せ
だ
/

(入ガ一一…
v

年一新一四一
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〈一一
分
ハ
入
七
七
)

饗
ハ
八
七
人
)

こ
こ
に
列
挙
し
た
諸
例
は

ω

く
み
と
り
え
な
い
。
前



後
関
係
か
ら
み
て
冗
設
な
印
象
を
さ
け
た
例
、
①
、
@
、
命
、
。
ゃ
、
文
一
戸
泌
を

明
椛
に
し
よ
う
と
し
た
例
、
色
、
⑧
、
母
、
⑫
な
ど
に
強
い
て
分
類
も
で
き
る

が
的
か
ら
肘
の
例
の
よ
う
に
確
信
を
も
っ
て
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。

的
摂
取
と
新
政
の
相
速
な
設
も
朗
自
に
示
し
て
い
る
の
は
、
以
下
に
列
邸
中

す
る
か
人
お
よ
ひ
文
節
り
改
訂
で
あ
る
の

。
一
刊
件
以
河
で
十
点

(

i

i

1
、

(

④
ハ

ι一
荒
川
泌
有
散
人
和
問
問
民
議
特
務
機
関
抵
来
的
掛
着
女
装
招
牌
的
好
細
分

子
、
れ
い
だ
除

fp幻
ぃ
昭
一
人
以
外
)
ハ
…

o…一…)

②
〈
川
、
品
布
今
一
利
文
議
日
記
伯
川
特
務
機
関
問
的
、
可
以
件
倣
特
務
女
謀
、
山
一
成
種
交
惑

的
外
去
む
吋
以
ι

ぷ
似
革
命
f

山
、
仰
是
質
賃
部
不
出
上
一
郎
一
…
一
務
範
附
倒
。
〉
(
一

O
問
V

③
ハ
例
如
、
法
凶
則
的
文
議
坑
日
記
、
一
一
叫
説
。
)
ハ
…
‘
一
O
)

④
一
(
岱
然
治
布
一
括
比
一
一
一
弘
史
接
的
人
、
就
是
組
織
上
加
入
的
品
川
一
是
日
本
葉
、

町
村
知
市
川
'
大
行
政
附
般
大
地
主
的
特
務
紫
、
れ
是
倒
的
院
後
又
鰐
議
了
共

rM
常
利
共
一
話
役
一
知
的
叶
的
組
織
、
掛
川
一
一
州
三
川
市
一
員
b

和
吋
革
命
者
」
…
的
招
牌
。
)

ハ
A

コヒ〉

こ
れ
ら
は

rl己
小
山
内
品
川
い
に
的
人
し
た
件
務
分
子
・

的
一
い
ん
川
出
し
J

心
部
分
で
レ
め

71
〆
ア
れ
が
州
削
除
さ
れ
た
の
は
、
第
一
に
は
延
安
整

川
内
出
動
的
民
川
似
の
山
中
で
つ
ひ
そ
か
に
舘
内
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
い
た
一
般
の
ス
パ
イ

さ
え
・
;
中
将
:
大
衆
的
な
反
省
の
内
問
の
巾
で
最
後
に
は
竣
一
見
さ
れ
、
し
か
も

政
倒
的
な
秋
山
川
と
一
A
Nに
よ
っ
て
、
か
れ
ら
も
心
か
ら
「
斡
向
」
す
る
と
い
う

村
民
な
ん
ー
ん
だ
」
出
は
ぜ
一
1
f
t

第
会
一
に
は
、
そ
の
後
、
事
資
問
題
と
し
て
そ
の

よ
う
に
山
攻
守
イ

4
7
1父
語
、
い
か
布
石
し
ム
ぽ
か
っ
た
月
}
と
な
ど
か
ら
削
除
し
た
の

あ
ろ
う
心

¥
U
8
勺

J
U主
主
J
4
J
J
失
、
「
?r

斤Q川一
U

肝甘H

，“nυ均ノ/三ベ斗
f正正Hιb必

fピf上
hh与4ν
l
J
A
4
7
胤貯川
ι土J
子f
/
J
f
fい

J叫

f
l
4
広
1J叫耳

ヘ

白

崎

、

!

ノ

ノ

f
~
p
f
L
¥
 

品
以
い
γ
誌
2

叶
川
、
議
定
鉱
山
主
計
仁
o
J

ω

よ
/
町
A
M
4
7
1
u
rれ
れ
引

J
L
H
q
d
t
7
4
も
J
，L
m

一、

命
(
還
接
的
把
原
料
輿
生
産
、

一O
)

⑦
ハ
夜
有
階
級
有
山
終
的
批
脅
自
翠
額
一
夜
然
一
服
従
路
線
、
競
従
繁
一
、
常
然
就

要
践
誕
階
級
興
議
的
政
治
要
求
、
競
従
一
一
定
革
命
時
期
的
革
命
任
務
。
離

開
了
一
環
館
、
就
難
関
了
翠
表
的
根
本
一
需
要
Q

〉
(
二
六
〉

多
知
識
分
子
〈
不
但
務
紳
有
税
多
不
乾
浄
庭
、
就
一
是
身
鰻
也
不
乾
揮
。
〉
(
一

0
0〉

争
(
括
的
列
等
比
小
説
駿
一
制
制
定
影
複
的
列
等
不
知
生
動
捜
富
得
多
少
語
、
但

是
活
的
一
列
‘
第
一
二
大
到
娩
敬
的
一
事
情
一
太
多
、
選
嬰
一
段
許
多
完
全
和
労
人
一
接

的
事
、
部
一
日
一
能
移
君
鬼
列
率
的
一
人
袈
少
、

了
。
恋
一
疋
比
一
…
方
一
郎
、

0
1
一
一
一
)

めい

一
起
来
。
一
)
〈
一
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在
指
導
十
畿
環
的
児
童
、

〈二一…一
J
二
回
)

以
上
は
文
い
邸
内
問
題
に
隣
わ
る
削
削
除
例
で
あ
る
。
④
紛
の
場
合
、
文
翠
畿
術
一
の

創
作
過
殺
を
一
般
の
物
質
的
生
皮
と
間
一
次
元
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
。
エ
シ

、、ミ、買

ゲ
ル
ス
の
「
唯
物
一
史
裁
に
よ
れ
ば
、
箆
史
に
お
け
る
究
識
の
規
定
的
嬰
悶
は
現

賓
の
生
命
の
生
践
と
好
一
生
産
と
で
あ
る
Q

そ
れ
以
上
一
の
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
も
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も
か
つ
て
主
張
し
た
こ
と
が
な
い
。
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だ
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を
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済
的
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に
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げ
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と
す
れ
一
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、
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泊
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う
か
が
え
る
、
よ
り
い
ハ
川
い
抽
象
化
の
一
段
と
み
ら
れ
る
が
、
結
栄
的

に
は
、
こ
れ
ら
の
}
出
分
の
削
除
は
部
副
の
、
法
記
銭
的
性
格
を
薄
め
て
い
る
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山
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川
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f
上引人民
k
h
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J
下ベ
1
4
k
u
d
一
足
ト
川
、
山
手
川
則
叫
丸
山
以
門
企
泡
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N
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r
1
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、U
J
3
t
i
r
'
中
;
o
-
l
i
f
-
-
u
J
寸バ
M
A
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M
A
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J
J
A
l
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1
t

好
、
仰
い
込
好
的
仏
山
地
本
山
般
的
子
組
、
就
是
反
動
訴
。
我
的
武
装
軍
隊
的

任
務
位
十
牝
把
地
問
的
約
内
奪
取
札
制
来
、
州
内
過
去
打
倒
他
例
。
)
(
九
七
)

。
け
ハ
能
赴
詑
工
民
共
的
政
段
、
(
従
工
農
民
ハ
的
現
有
文
化
水
平
輿
明
芥
状
態

的
文
治
法
礎
〉
・
い
い
一
夫
拠

μ一
り
ど
り
八
〉

守主一

!
J
I
4
¥
Jと

A
J
H
H
A

生
市
川
口
汚

V
い
J

寸
力

i

不
能
完
成
リ
(

(
ハ
ハ
有
向
然
形
践
的
文
郡
山
)
、

那
京
一
一
一
川
倒
任
務
就

一
一
)

町
、
(
地
倒
的
…
初
出
没
能
方
比
ハ
付
ぃ
来
尚
、
間
仕
組
問
不
能
潟
足
於
常
前
的
和
議
衆

同
…
水
…
小
的
汗
及
仁
作
、
不
能
尚
北
於
ヤ
小
故
午
い
等
等
。
〉
(
…
…
…

3

一
世
〈
川
い
け
い
ど
一
斗
柏
市
川
明
、
何
時
設
け
八
け
ど
幹
部
的
信
仰
裂
、
…
山
不
走
翠
来
普
通
諮
問
官
、

治
服
、
一
μ
部
川
市
川
比
一
怯
訴
は
一
て
何
万
針
。
出
け
山
口
~
…
不
絞
…
訟
伎
一
括
今
天
的
整
側
方
針

成人
(
f
一
大
的
中
心
万
引
ο

)

〈一

お
け
八
お

(
H
己
以
及
、

笠
間
明
文
作
成
)
少
数
人
昨
日
制
愛
、
(
一

打
一
川
間
約
(
川
、
川
崎
位
一
小
川
間
結
的
)

け
H
V
E川
U
口

N
f

、

れ
い
日
γ4
今
日
、

(
功
利
主
義
還
是
超
功
利
問
題
、
山
抜

一
世
部
一
湾
解
決
了
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ご
き

ょ
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r
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」
千
装
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万
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告ら

ハ一

大
輪
開
冗
設
な
一
部
分
の
州
削
除
例
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

い
も
の
で
あ
る
、
が
、
中
に
は
長
女
の
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清
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生
法
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来
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和
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訪
一
斉
樹
立
的
一
小

ハ
八
五
二
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山
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H
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反
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人
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来
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?
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判
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人
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人
企
γ
ペ
勺
二
八
さ
…
)

ー
の
川
切
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ハ
コ
一
一
一
什
濯
に
つ
い
て
の
補
足
で
あ
る

f
d

こ
の
文
章
の
前
の
一
部
分
は
書

換
が
行
な
わ
れ
て
い
る
ら
す
な
わ
ち
、
告
版
で
は
つ
一
日
記
不
種
、
緒
的
是
知
識

分
子
的
，
n
語
、
他
的
是
人
民
大
来
的

f
d

川
話
乙
で
あ
り
、
改
版
で
は
、
「
話
一
一
一
尚
一
不

問
、
就
元
説
、
針
於
人
民
翠
来
的
県
富
的
生
動
…
尚
一

f

一
問
、
紋
乏
充
分
的
知
識
よ

と
与
れ
、
①
が
こ
れ
に
接
続
し
て
い
る
。
大
衆
の
一
一
一
日
棄
に
つ
い
て
兵
鰻
的
な
指

婦
な
し
た
部
分
で
あ
る
。
争
で
は
レ

i
一
一
ン
の
号
般
の
組
織
と
援
の
す
、
準
b

か

ら
の
引
川
を
初
充
し
て
い
る
。
③
と
⑥
は
文
化
遺
産
能
承
に
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し
て
補
足
し
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⑥
は
倒
的
め
で
併
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裂
術
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従
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革

命
時
期
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不
命
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務
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え
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⑦
⑮
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と
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東
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八
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一
〉

所
使
於
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受
一
的
東
西
嶋
?
ハ
入
六
一
〉
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(
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一
周
資
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。
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一
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文
紙
一
に
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を
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て
い
る
倒
、
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①
日
一
時
就
恐
怖
…
産
附
般
及
共
先
鋒
除
ハ
九
七
〉
↓
這
第
三
種
人
就
是
人
民
議
衆
及

其
先
鋒
除
(
八
五
O
〉

骨
人
民
江
ハ
及
先
鋒
除
的
戦
門
和
勝
利
、
(
一
三
一
一
〉
i

↓
無
産
階
級
先
鋒
険
的
戦

内
和
勝
利
ハ
八
七
問
〉

一
∞
一
就
必
主
税
決
定
ぃ
ト

L

制
似
合

0
0
〉
↓
就
赴
存
主
決
定
一
試
誠
〈
八
広
三
)

⑥
一
一
般
的
計
一
抑
制
(
…

A

一O
〉i
二
般
的
ん
子
市
観
〈
八
七
O
〉

法
制
制
問
制
別
問
削
制
御
州
出
形
式
(
…

o
m
)
↓
掛
去
一
時
代
的
交
樹
形
式

〈
八
五
匂
〉

一似し昨日以山川
v

好
、
提
ハ
ハ
川
山
肌
山
川
州
、

t
m的
泌
泉
日
記
従
何
一
而
来
的
犯
?
ハ
無
論
是
那

一
等
級
的
)
作
得
制
念
形
態
的
文
務
作
品
、
都
是
人
民
生
活
在
人
類
顕
附
胸

中
的
反
映
和
加
工
的
結
来
。
ハ
一

O
九
)
1
v

一
切
精
類
的
文
山
中
謀
術
的
源
向
法

制
川
従
何
州
来
的
児
?
作
局
制
念
形
態
的
文
誤
作
品
，
都
是
一
定
的
批
曾

生
一
山
十
代
人
組
以
脳
中
的
反
映
的
産
物
。
(
八
六
三
〉

小
山
州
問
川
町
小
し
U
州
叱
桝
-
凶
叫
雄
是
〈
観
念
形
態
主
的
)
文
皐
務
指
的
唯
一
淑
来
、

〈一一

O
〉
+
人
知
的
批
台
生
活
峨
是
文
mmr
謀
術
的
唯
一
源
泉
、
(
八
六
一
二
〉

(二
O
)
!
Y

信
γ

要
求
就
是
把
他
的
所
急
需
的
興
所
能
迅
速
一
摂
受
的
一
文
化
知
識
和
文
勢
作
品

向
他
制
作
普
遍
的
思
議
謀
動
ハ
一
二
〉
↓
要
求
一
個
普
越
的
持
議
運
動
、

記
切
要
求
得
到
他
例
昨
九
一
詩
的
和
容
易
接
受
的
文
化
知
識
一
和
文
護
作
um、

(入品ハ一二〉

品
切
所
以
封
於
人
氏
、
第
…
渉
最
厳
重
最
中
心
的
任
務
是
組
問
及
工
作
、
一
期
不
起

提
高
工
作
。
〈
二
…
)
↓
所
以
在
日
前
線
件
下
、
普
及
工
作
的
任
務
吏
矯

治
切
。
〈
八
六
…
乙

二
民
一
的
政
治
路
総
的
ハ
一
一
六
)
l
v
鴎
於
一
定
的
一
政
治
路
線

的
(
八
六
七
〉

骨
血
是
無
産
階
級
政
治
一
興
有
産
階
級
政
治
的
原
別
府
間
別
(
一
一
七
〉

話
様
、
我
例
的
文
諜
的
政
治
性
和
良
質
性
才
能
移
完
全
}
致
。
(
八
六
八
〉

梯
孔
夫
子
提
俗
一
辺
倒
東
山
口
、
托
璃
斯
泰
一
郎
提
侶
法
的
ん
果
関
〈
…
一
一
一
一
〉
よ
許
多

所
謂
袈
人
賢
人
也
喜
歌
提
街
道
側
東
西
(
八
七
日
一
〉

⑫
人
民
大
衆
也
是
有
松
掛
知
的
、
侶
人
民
的
飲
部
主
要
地
是
侵
略
者
剥
州
問
者
膝

迫
者
統
治
佐
川
川
的
一
結
果
、
我
的
革
命
的
文
護
家
的
只
陸
一
該
把
官
作
錆
侵
略

者
剥
州
問
者
際
迫
者
約
罪
容
暴
露
間
不
腹
該
説
是
什
援
暴
露
人
氏
。
(
士
一

二
)
!
v
人
民
大
乗
也
是
有
鉄
黙
的
、
一
一
活
路
一
献
勃
臆
賞
用
人
民
内
部
的
批
評

和
自
我
批
評
来
克
服
i

一
郎
進
行
逗
穂
批
評
和
自
我
批
許
也
是
文
義
的
最
重

要
任
務
之
一

c

偲
這
不
感
一
該
説
是
什
陵
熊
本
露
人
氏
。
ハ
八
七
一
一
一
)

也
事
に
つ
い
て
は
、
同
じ
内
容
の
文
で
あ
り
な
が
ら
、
護
版
と
改
肢
で
は
逆

の
喜
一
換
を
し
て
い
る
G

こ
れ
ほ
瓦
一
数
が
相
蛍
雑
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
訂
の

捺
壊
な
る
語
感
に
よ
っ
て
一
諮
問
換
を
し
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
こ
こ
で
指
摘
し
一
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
毛
諜
東
の
著
作
の
中
で
は
「
工
農
兵
j

一
「
労
動
人
民
」

「
人
民
豪
州
常
」
(
蕪
一
造
踏
絞
」
等
の
語
勾
の
具
鐙
的
内
容
が
、
場
所
に
よ
っ
て

非
常
に
違
っ
て
い
る
0

マ

ル

ク

い

い

な

が

ら

、

マ

ル

ク

ス

の

詩

句
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や
諸
概
念
に
針
す
る
綴
密
な
態
度

Q
資
本
論
匂
を
見
よ
〉

民
に
し
て
い
る
。
関
川
れ
の
ね
述
と
い
う
だ
け
で
は
片
づ
け
き
れ
な
い
問
題
を
内

包
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
c
③
④
の
例
は
、
背
率
的
概
念
の
書
換
で
あ
一
る
。
こ

の
場
介
「
計
抑
制
悦
〕
な
「
ハ
‘
十
印
税
一
と
書
換
え
た
時
、
ど
一
の
の
税
符
…
い
皮ν位はの

4

義護~没按股符、い

の
か
判
判
判
隣
で
〉
さ/d心
な
い
O

時
間
的
・
笠
間
的
ぃ
肢
が
り
を
も
た
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

⑤
で
は
倒
的
⑥
、
倒
的
(
ゆ
7
⑤
の
例
と
同
様
に
、
文
化
遺
産
の
緩
ゑ
に
開
閉
し
た

も
の
で
、
告
阪
で
は
そ
し
れ
な
「
ー
封
段
階
級
資
産
階
級
」
又
は
「
資
産
階
級
」
の

文
化
泣
斥
と
比
較
的
限
定
さ
れ
て
い
た
の
を
、
改
阪
で
は
「
過
去
時
代
い
と
人

続
交
化
一
般
に
ま
で
お
し
炭
げ
て
い
る
の
は
注
討
す
べ
き
で
あ
る
。
⑥
⑦
に
つ

い
て
も
⑥
と
同
じ
一
話
凶
な
み
る
戸
)
と
、
が
で
き
る
。
事
か
ら
⑬
ま
で
は
文
護
の
普

及
と
向
上
に
制
し
て
か
人
脈
合
整
均
し
て
い
る
。
⑬
惨
で
は
、
鈎

ω⑦
、
倒
的

⑨
に
ハ
ん
ら
れ
る
文
畿
と
怨
と
の
関
係
な
、
指
向
、
版
で
は
無
媒
介
的
に
結
び
つ
け
て

い
た
の
な
改
版
で
は
相
問
的
に
、
溺
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
鵠
は
務
肢
の

「
孔
犬
子
、
托
財
期
一
咲
い
と
い
う
同
右
名
詞
な
避
け
、
日
犯
人
質
人
」
と
一
般

化
し
て
い
る
。
仰
で
は
結
慨
が
人
民
大
京
の
持
つ
紋
燃
は
支
配
J
T
受
け
た
結
果

だ
と
他
動
的
に
述
べ
た
の
に
到
し
、
改
版
で
は
人
民
大
衆
の
紋
燃
は
批
判
と
'
は

1
J
レ
し
は
日
了
、

::~JJVん
句

。

、

了

L
d，
河
己
-

e

ノ

A
-

、
1
J

コ

一
に
お
午
マ
ゾ
ノ
山
川
サ
ノ
A

さ
予
完
に

L
て
し
ア
ペ

川
町
列
席
問
般
的
文
串
謀
術
作
品
、
山
川
必
須
捌
斥
其
反
動
的
政
治
性
、
市
川
制

判
的
政
政
其
鶏
術
性
心
(
一
二
O
〉

i
v
過
去
時
代
的
か
人
事
懇
稿
作
品
、
む
必

日
的
不
能
…
致
、
或
石
川
ハ
鴻

f
小
倒
閥
、
い
…
成
者
認
北
(
笈
只
危
了
餌
人
心
如

一
了
c
(
八一六

O〉

偽
申
列
寧
所
設
是
、
動
領
撚
鞍
ωrtz矧
鱗
料
針
。
(
二
六
〉
↓
列
寧
所
設
是
、

〈
入
六
七
)

一
入
)

窃
は
文
化
遺
産
の
議
承
に
関
し
て
落
寂
で
「
資
産
階
級
」

街
を
問
題
と
し
て
い
た
の
を
「
過
去
時
代
」
へ
と
包
括
的
な
も
の
と
し
た
と
問

時
に
、
「
反
動
的
政
治
性
」
を
排
除
し
て
「
護
措
性
」
を
批
判
的
に
扱
牧
す
る

と
い
う
よ
う
に
蕎
坂
一
が
文
化
遺
産
金
銭
を
政
治
的
に
は
一
簿
に
反
動
的
と
み
な

し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
、
改
絞
で
は
人
誌
に
針
す
る
態
~
皮
・
燦
史
的
に
み
て

燕
を
検
討
す
る
と
い
う
よ
う
に
書
換
え
た
o
A惨
事
は
、
魚
H

迅

葉
を
京
総
一
な
引
用
と
し
た
も
の
で
、
制
判
例
告
で
レ
!
日
一
ン
の

の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
舎
は
レ
!
ニ

γ
の
不
正
確
な
引

と
い
う
一
般
的
な
表
現
に
書
換
え
た
も
の
で
あ
る
。

〈
八
六
九
〉
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ks
じ
じ
去
j
h
L
勺
J

「
《
了
j
ノ

1
B
V
1
A
3一己

↑
/
凸
打
者
T
J
i
h
μ
f
戸

-
f
L
L
;
;
、4
r
j
y

総
ポ
和
的
錦
、
決
不
可
以
印
刷
判
成
持
代
目
己
的
創
造
、
認
廷
決
不
能
替
代
的

(
八
六
一
一
〉

部
一
仰
で
川
副
に
な
る
の
は
辺
ど
と
ア
小
山
民
年
一
階
級
」
の
関
係
で
あ
る
心
今

村
氏
は
つ
新
民
…
佐
木
(
改
訂
本
の
こ
と
川
市
托
注
〉
で
は
、
コ
一
一
例
階
級
の
統
一

h
九
九
1
k
h
¥
h
E
Y

コ、

E

、二二
.
¥
y
f
J
A
P
E
-
t
r
s
Eぇ

f

、

五
?
f
e
-
-
ノ
二
、

甲
車
し
f
J
ォ
ス
一
去
、
ギ
ザ
'
然
ぽ
.
パ

J

リ

dl
泣

.
T月
昨
島
る
L
ぅ
寄
手
社
」
と
L

考
え
方
在
改
め
て
、
山
側
階
級
と
し
、
農
民
在
郷
立
の
附
紘
一
と
し
て
扱
っ
て
し

る
」
注
3

と
指
揃
し
て
い
る
。
中
間
革
命
に
お
い
て
人
口
の
縦
倒
的
部
分

Jr占

め
る
渋
川
内
の
消
在
的
千
ネ
ル
ギ
i
に
浩
一
山
口
し
、
こ
れ
か
な
革
命
の
主
総
と
し
て
位

百
づ
け
た
の
は
包
浮
い
以
の
大
ぎ
な
功
績
と
い
え
る
が
「
農
民
を
溺
立
の
階
級
い

と
す
る
こ
と
は
設
大
な
問
題
な
合
ん
で
い
る
。
敬
訪
一
一
は
文
の
調
子
を
調
え
る
局

〉
れ
j
b
尺
レ
一
、
っ
と
仁
川
、
J
7
0
7
C
3
b
-
V
〉
ご
ト
設
司
〉
主
i
f
M

ぺ
工
、
ぅ
r
コ
日
斤
む

V
)
杉
ν
」
」
し

J
寸

に

ふ

μ

〆
f
f

、
J
d
h
μ
U
h

一
d
災
4
L
ぴ
4
5ー
が
む
;
ミ
d

Jミ

dMHfι

て

は
比
較
的
簡
略
な
紋
述
守
詳
細
に
、
あ
る
的
所
で
は
そ
の
逆
の
合
投
合
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
紙
数
の
槻
係
か
ら
省
略
し
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
内
女
摂
講
話
い
に
み
ら
れ
る
改
訂
は
、
取
に
字
句
上
の
二
三

の
出
入
に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
容
そ
の
も
の
に
関
わ
る
一
部
分
を
も
多
く
合
ん
で
い

そ
れ
ら
を
大
ま
か
に
分
州
制
す
れ
ば
、
第
一
に
字
句
上
・
修
辞
上
・
文
章
上

の
整
埠
に
よ
る
論
官
の
明
雑
化
。
第
二
に
朕
史
的
に
謎
化
し
た
事
象
に
削
列
す
る

汗
伎
の
綿
換
。
第
一
一
一
に
女
時
山
、
殊
に
文
化
遺
産
縫
承
に
闘
す
る
論
速
の
補
足

等
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
諸
問
に
闘
し
て
の
み
論
ず
る
な
ら
ば
、
改
肢
は
欝
版
に
比
較
し
て
、

よ
り
精
散
な
構
成
と
な
っ
た
と
一
一
一
日
ふ
ん
よ
う
。
だ
が
問
題
ば
残
る
c

改
訂
が
ヲ
お
し
}

の
大
部
分
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ム
可
制
州
・
中

間
・
大
探
氏
等
が
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
今
堀
氏
は

「
白
替
の
改
訂
は
、
す
べ
て
の
著
者
に
と
っ
て
蛍
然
の
構
科
で
あ
り
、
毛
浮
東

の
白
山
で
あ
る
が
、
政
治
家
た
る
設
に
は
、
改
訂
一
の
責
任
も
あ
っ
た
こ
と
を
、

正
し
く
訂
後
す
べ
き
で
あ
る
よ
注
3
と
改
訂
を
肯
定
的
に
み
て
い
る
が
、
必
ず

ー
も
安
舎
で
は
な
い
。
そ
れ
ば
践
に
、
モ
諜
東
綿
入
の
著
作
と
い
う
佼
置
に
は

な
く
、
中
間
革
命
の
治
去
と
現
在
の
町
一
論
的
中
一
枝
と
さ
れ
、
原
史
の
根
本
史
料

と
し
て
抜
わ
れ
て
い
る
。
一
例
一
を
準
げ
れ
ば
、
中
間
人
民
大
殿
"
経
史
系
研
究
議

錨
の
町
中
間
革
命
史
講
義
い
往
日
で
は
、
宅
津
市
一
論
文
の
引
用
に
全
て
改
一
訂
第

二
版
の
宗
五
伊
東
法
第
一
い
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
前
一
ち
に
モ
搾
東
自
身

の
責
任
に
隠
す
ベ
君
で
は
な
い
に
し
て
も
、
際
史
的
事
寅
の
し
金
山
に
つ
な
が
る

危
険
性
を
内
包
し
て
い
る
。
芸
人
一
一
謀
議
話
』
に
限
っ
て
み
て
も
、
一
九
間
一
一
一
年

十
…
月
、
中
共
中
央
笠
博
部
の
む
開
於
執
行
禁
的
す
〈
義
政
策
的
決
定
b

で
手
〈

謀
議
話
b

が
一
「
撲
の
現
段
階
の
中
関
文
畿
運
動
に
お
け
る
基
本
方
針
を
規
定
し

た
よ
校
時
と
さ
れ
て
以
来
、
数
度
一
の
文
義
整
風
に
お
け
る
基
本
的
感
mm書
と
な

り
、
一
九
六
七
年
五
月
の
渡
表
二
十
五
周
年
に
は
、
際
的
達
は
「
そ
れ
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
一
段
界
観
で
女
謬
・
謀
術
部
で
の
闘
争
経
験
を
総
括
し
た
も
の
で
あ

り
、
文
問
的
「
察
縮
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
史
上
最
初
の
百
科
全
書
で
あ
り
、

マ
ル
ク
ス
・
レ
!
?
一
ン
主
義
が
女
院
予
'
慈
術
の
分
野
で
お
こ
な
っ
た
全
部
的
な

大
革
命
で
あ
る
」
注
目
と
い
っ
て
い
る
。
吋
文
護
講
話
デ
町
、
が
人
民
文
翠
の
輩
出
を

促
が
す
原
誌
で
あ
っ
た
事
案
を
許
債
し
な
が
ら
も
、
私
は
こ
う
し
た
讃
辞
を
無

限
定
に
絡
げ
る
こ
と
を
背
定
は
で

L

ぎ
な
い
。
い
か
な
る
偉
大
な
人
物
・
思
想
で

あ
れ
、
時
代
や
翠
境
の
制
約
か
ら
自
由
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
鶴
別
的
・
特
殊

こ
と
は
あ
る
。
私
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の
中
に
、
多
く
の
論
時
間
に
わ
た
っ

の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
そ



れ
の
み
を
取
出
し
て
「
昨
界
中
ど
こ
に
で
も
あ
て
は
ま
る
普
遍
的
真
理
」
注
ロ

で
あ
る
と
い
っ
た
結
針
的
な
詐
債
を
興
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
す
で
に
死
ん
だ

ト
ク

γ

と
な
り
、
科
感
的
産
論
で
は
あ
り
得
な
い
。
『
文
塾
講
話
』
の
改
訂
を
、

2
七
浮
束
濯
捺
い
の
改
訂
の
作
業
お
よ
び
一
意
義
と
切
雑
し
て
論
ず
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
は
、
以
上
の
執
し
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

出
1
吋
夜
中
関
共
産
常
第
九
次
全
閣
代
表
大
命
日
上
的
報
告
b

、
林
彪
。
一
J

紅

艇
」
…
一
九
六
九
年
第
五
期
、
町
北
双
周
報
h

一
九
六
九
年
一
六
披
所
敗
。

主
2

つ
ゆ
い
靖
共
奈
川
桃
山
一
下
問
中
。
九
紅
旗
中
、
可
右
宥
段
。

I
z
-
-
;
j
:
:
i
r
z
i
j
f
i
;
j
 

花

3
町
モ
淳
一
成
研
究
序
説
、
今
堀
誠
一
一
。
勃
草
書
房
、
一
九
六
六
年
九
月
。

出
4
町
中
閥
革
命
JCJJU
洋
東
思
惣
い
一
、
中
山
功
。
背
水
位
日
出
、
一
九
六
九
年

A

4

守
サ
J
O

町
一
!
}
ノ

民
5

…J
J
C
淳
一
県
選
集
の
「
女
字
'
ト
し
的
修
正
」
に
つ
い
て
岡
大
阪
信
一

0
2℃

浮
東
著
作
一
一
パ
街
研
究
h

第
一
一
抗
、
一
九
六
七
年
所
政
。
大
原
氏
は
コ
選

抜
乙
の
字
句
と
の
修
正
の
み
に
限
定
し
て
い
る
が
、
方
法
論
上
多
く
の

示
唆
な
仰
げ
た
心

山
6

コ
じ
得
点
論
文

mr和
讃
術
い
宅
川
伊
東
原
者
。
人
民
文
率
出
版
枇
、
一
九

手

L
v
¥
K
s
ト
L
a
1
'心

一j

iノ
長

一

4
k
lノ

出
7
町
中
関
川
例
代
革
命
山
ん
い
下
令
、
何
乾
之
主
編
ω
高
等
教
育
出
版
批
。
一

し‘

L
L
・k
l
臼

J

ノ
7k
ノ
ノ
J

作一
8
7
C
洋
一
京
消
集
h

第
五
怒
、
宅
浮
束
。

M
H
祭
究
日
報
枇
、
民
間
三
十
一
一
一

年
五
月
ら
肢
近
日
本
市
平
山
仲
印
さ
れ
、
比
較
的
入
手
し
や
す
い
の

d

れ
た
り
山
川
し
た
り
引
川
女
一
一
昨
日
の
蚊
山
γ
が
(
九
斤
一
〉
か
ら
〈
一
一
…
九
)

の
も
の
は
、
こ
の
阪
の
一
久
歓
を
一
川
し
て
い
る
。

住

9
コ
紘
一
宏
文
内
(
w
m
談
合
L
L
的
講
話
い
、
主
部
束
。

!
ー
し
-
ユ
O
吋

3
1
吋
川
河

J
I
-
4
〉
汗
l

r

〉

L
H
川同一ぇ。

P

J

/

今

一
d
t
M
W
L川
イ
よ

d
r
uド

L

U

、
昨
日
州
問

葉
東
新
車
書
出
、

注
mw一
司
毛
揮
東
選
集
』
第
一
ニ
巻
、
毛
調
停
東
。
新
日
本
出
版
社
、

二
月
。

注
江
『
毛
津
東
選
集
』
第
三
巻
、
宅
湘
伊
東
。
人
氏
支
目
的
寸
出
紅
一
位
、
一
九
五
一
一
一
一

年
五
月
。
な
お
こ
の
販
は
一
九
五
一
一
一
一
年
一
一
月
の
改
訂
初
肢
と
多
少
の
巽

間
が
あ
る
。
し
か
し
現
在
最
も
題
行
し
て
い
る
版
本
で
あ
る
の
で
、
こ

れ
を
採
用
し
た
。
な
お
、
引
用
女
一
尾
ハ

γ内
の
数
字
が
(
八
四
九
〉
か
ら

ハ
八
八

O
)
ま
で
の
も
の
は
~
こ
の
版
の
頁
数
を
示
し
て
い
る
。

注
刊
以
内
三
鼠
啓
一
頓
』
小
林
信
。
吋
現
代
中
関
辞
典
』
、
中
間
研
究
所
編
、
一
九

五
二
年
九
月
一
所
牧
。

注
目
『
エ
シ
ゲ
ル
一
ス
か
ら
J
'
プ
ロ
ッ
ホ
へ
』
エ
γ
ゲ
ル
ス
。
『
マ
ル
ク
ス
・

エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
b

第
八
如
、
大
一
月
番
路
、
昭
和
一
一
一
十
七
年
一
一
一
月
所

L
X
O
 

，H
必
寸

法
M
叫
に
中
間
開
革
命
史
講
義
h

招
悲
主
編
。
中
関
人
民
文
風
邪
出
版
位
、
一
九
六

二
年
二
月
。
一

詑
日
明
中
関
現
代
女
皐
史
一
参
考
資
料
片
第
一
一
一
巻
、
北
京
師
範
大
壌
中
文
系

現
代
交
関
学
教
改
小
説
編
。
高
等
教
育
出
版
社
、
一
九
五
九
年
一
二
月
所
牧
。

注

路

三

和

念

毛

主

館

二

十

玄

関

一

年

b

隙

供

述

。

吋

紅

旗

同

一

九

六

七

年

ニ

二
競
所
段
。

詑
げ
ヲ
吃
主
出
尚
一

是
無
践
的
一
級
文
化
大
軍

戚

本

隠

れ

将

問

布

所

位

。

O
引
用
交
の
傍
畿
に
つ
い
て
は
、

1

殺
は
書
換
一
例
。
(
〉
は
削
除
例
。
日

毅
お
よ
び

F
!
J
j
λ
燃
は
補
足
一
例
一
を
一
部
す
。
な
お
貰
教
の
下
に
に
:
ム
一

例
と
い
っ
た
表
現
は
、
問
一
貫
内
に
悶
…
の
故
訂
が
行
な
わ
ぺ
れ
て
い
る

こ
と
を
訴
す
。

一
九
六
六
年

( 72 ) 

下、守九
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